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尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
問
題
は
目
下
、
日
中
友
好
関
係
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
問
題
を
改
善
す
る
こ
と
は
我
が
国

の
安
全
保
障
を
考
え
る
う
え
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
諸
島
周
辺
海
域
の
情
勢
と
そ
の
管
理
に
つ
い
て

質
問
す
る
。 

一 

尖
閣
諸
島
の
領
土
編
入
（
一
八
九
五
年
一
月
十
四
日
）
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
は
、
「
国
際
法
上
、
正
当
に
領
有
権
を
取

得
す
る
た
め
の
や
り
方
に
合
致
し
て
い
ま
す
」
（
外
務
省
発
行
『
尖
閣
諸
島
』
六
頁
）
と
説
明
し
て
い
る
。 

 
 

国
際
法
上
、
無
主
地
に
対
す
る
領
域
権
原
の
原
始
取
得
は
「
先
占
」
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
、
「
先
占
」
に
よ
る
権
原
が
成

立
す
る
た
め
に
は
、
実
効
的
な
支
配
に
加
え
、
国
家
に
よ
る
領
有
の
意
思
の
明
示
が
必
要
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
こ
の

点
に
関
し
、
日
本
政
府
は
、
一
八
九
五
年
一
月
十
四
日
、
尖
閣
諸
島
に
標
杭
を
建
設
す
る
旨
の
閣
議
決
定
を
行
っ
て
い
る

が
、
当
該
閣
議
決
定
に
よ
っ
て
、
日
本
の
領
有
意
思
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
の
理
解
で
よ
ろ
し
い
か
。 

二 

日
中
両
国
は
、
「
漁
業
に
関
す
る
日
本
国
と
中
華
人
民
共
和
国
と
の
間
の
協
定
」
（
以
下
「
協
定
」
と
い
う
。
）
に
基
づ

き
、
相
互
入
会
の
措
置
を
と
る
と
と
も
に
、
か
か
る
措
置
を
と
ら
な
い
水
域
に
お
い
て
は
、
日
中
漁
業
共
同
委
員
会
の
協
議

を
通
じ
、
保
存
措
置
な
ど
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 



 

２ 

 

 
１ 

協
定
第
六
条
（
ｂ
）
で
規
定
す
る
水
域
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
外
務
大
臣
と
駐
日
中
国
大
使
と
の
書
簡
に
よ
り
、
日
中

双
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
相
手
国
の
国
民
に
対
し
て
自
国
の
漁
業
関
連
法
を
適
用
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

に
、
中
国
公
船
（
中
国
海
警
局
に
所
属
す
る
船
舶
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
当
該
書
簡
に
反
し
て
、
当
該
水
域
に
お
い

て
日
本
漁
船
に
対
し
、
臨
検
や
拿
捕
な
ど
の
取
締
り
を
行
っ
た
事
案
は
存
在
す
る
か
。 

 

２ 

二
〇
一
八
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
三
箇
年
に
お
け
る
中
国
公
船
が
尖
閣
諸
島
周
辺
の
領
海
に
侵
入
し
た
事
案
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
領
海
に
侵
入
し
た
日
時
」
「
領
海
侵
入
時
間
」
「
領
海
に
侵
入
し
た
公
船
の
隻
数
」
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 

 

３ 

協
定
上
、
日
中
漁
業
共
同
委
員
会
は
毎
年
開
催
さ
れ
、
協
議
の
上
、
保
存
措
置
な
ど
を
決
定
等
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
同
委
員
会
に
お
い
て
決
定
等
が
行
わ
れ
た
保
存
措
置
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
会

合
の
回
次
ご
と
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

二
〇
一
八
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
三
箇
年
に
お
け
る
尖
閣
諸
島
周
辺
海
域
（
上
記
海
域
の
範
囲
は
任
意
と
す
る
。

た
だ
し
、
答
弁
書
に
お
い
て
は
、
答
弁
の
前
提
と
し
て
画
し
た
水
域
の
範
囲
を
明
示
さ
れ
た
い
。
）
で
の
年
間
総
漁
獲
量

に
つ
い
て
政
府
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 



 

３ 

 

 
５ 

二
〇
一
八
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
三
箇
年
に
お
け
る
日
本
漁
船
が
尖
閣
諸
島
周
辺
の
領
海
に
入
域
（
操
業
を
含

む
。
以
下
同
じ
。
）
し
た
事
例
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
領
海
に
入
域
し
た
日
時
」
「
領
海
内
に
滞
在
（
操
業
を
含

む
。
）
し
て
い
た
時
間
」
「
領
海
に
入
域
し
た
漁
船
の
隻
数
」
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

日
中
関
係
は
、
二
〇
一
八
年
に
首
脳
の
相
互
訪
問
が
実
現
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
改
善
基
調
に
入
っ
た
。
し
か
し
、
中

国
公
船
に
よ
る
尖
閣
諸
島
へ
の
接
近
（
接
続
水
域
入
域
・
領
海
侵
入
）
は
、
そ
の
後
も
や
む
こ
と
な
く
継
続
し
て
行
わ
れ
て

お
り
、
事
態
は
常
態
化
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。 

 

１ 

中
国
公
船
に
よ
る
尖
閣
諸
島
周
辺
の
領
海
へ
の
侵
入
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
日
数
、
隻
数
と
も
に
二
〇
一
四
年
に
減
少

に
転
じ
、
そ
の
後
は
、
日
数
は
年
間
三
十
日
前
後
、
隻
数
は
年
間
約
八
十
隻
か
ら
約
百
二
十
隻
ま
で
の
間
で
推
移
し
て
い

る
。
二
〇
一
四
年
に
日
数
及
び
隻
数
が
減
少
に
転
じ
た
こ
と
と
そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
政
府
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
。
所
見
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

中
国
公
船
に
よ
る
尖
閣
諸
島
周
辺
の
接
続
水
域
へ
の
入
域
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
九
年
以
降
、
日
数
、
隻
数
と

も
に
過
去
最
多
の
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い
る
が
、
政
府
は
こ
う
し
た
状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
所
見
を
示

さ
れ
た
い
。 



 

４ 

 

 
 
 

ま
た
、
中
国
公
船
に
よ
る
尖
閣
諸
島
周
辺
の
接
続
水
域
へ
の
入
域
に
つ
い
て
は
、
国
際
法
上
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
懸

念
さ
れ
る
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


